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平成 28 年度

決算を  徹底審査

　10 月 16 日～ 18 日までの間、平成 28 年度決算特別委員会を
開催しました。（詳細は４～７ページを参照）
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会　計　名 収入（歳入） 支出（歳出） 差　引

一 般 会 計 35億6152万9000円【5.2％減】 35億3229万1000円【4.3％減】 2923万8000円

特
別
会
計

国民健康保険事業 2億7447万5000円【2.3％減】 ２億7379万8000円【2.4％減】 67万7000円

簡 易 水 道 事 業 3億6335万円【0.4％減】 3億6236万4000円【0.4％減】 98万6000円

後期高齢者医療 6409万5000円【2.4％増】 6393万3000円【2.3％増】 16万2000円

　平成28年度決算認定は、12月定例会で可否（認定・不認定）を決定しますので、採決結果は次号（第117号）の議会

だよりでお知らせします。

平成28年度各会計収支（歳入・歳出）一覧　※カッコ内は前年度比

　

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
、
国
保
・
簡
水
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
各
特
別
会
計
決
算

認
定
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
委
員
会
に
付
託
し
審
査
す
る
こ
と
を
決
め
、
９
月
27
日
に
「
平
成
28
年
度
各

会
計
決
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。
10
月
16
日
か
ら
決
算
書
等
の
説
明
、
質
疑
を

行
っ
た
後
、
討
論
・
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
の
会
計
を
『
認
定
す
べ
き
も
の
』
と
決
定
し
、
18
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
委
員
会
の
審
査
報
告
書
は
、
12
月
下
旬
開
催
予
定
の
平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
に
提
出
し
ま
す
。

平成28年度

依

財

存

源

収入
（歳入）

自主
財源

一般会計  収入（歳入）合計
35億6152万9000円

一般会計  収入（歳入）合計
35億6152万9000円

　　9月27日・9月27日・
10月16日～18日10月16日～18日

決算特別委員会決算特別委員会
平成２８年度平成２８年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

３７億１３１９万円

３８億３８４３万円

◆借入金（地方債）残高の推移〈一般会計〉

　平成28年度は、前年度比１億7016万円の借金を

減らすことができました。

３５億４３０３万円３５億４３０３万円

　町の貯金（基金）は年々増加傾向にあり、平成

28年度は前年度比１億5127万円増となりました。

平成26年度

平成27年度

平成28年度

◆貯金（基金）残高の推移〈一般会計〉

１５億１７６万円

１６億６４３６万円

１８億１５６３万円１８億１５６３万円

返済金（公債費）返済金（公債費）
4億7549万1000円

一般会計  支出（歳出）合計
35億3229万1000円

一般会計  支出（歳出）合計
35億3229万1000円

議会費　5388万4000円

民生費民生費
8億129万7000円

衛生費衛生費
4億161万5000円

商工費商工費
8230万1000円

支出
（歳出）

諸支出金等諸支出金等
1億3312万5000円

土木費土木費
3億6937万2000円

農林水産業費
2億1196万7000円

議会運営に要したお金

庁舎管理や地域振興などに要したお金

総務費　5億6291万1000円総務費　5億6291万1000円

高齢者・障がい者福祉や保育園、
児童手当などに要したお金

予防接種、健診、ごみ処理
などに要したお金

農業振興や、有害鳥獣駆除、ワイン
ツーリズムなどに要したお金商工会・観光協会への補助金や各

種イベント開催などに要したお金

道路整備や除雪などに要したお金

消防の運営や防災無線の管理
などに要したお金

学校の運営や、教材購入、町民
センタ－管理などに要したお金

町の借金（町債）の返済
に充てたお金

町の貯金（基金）に積み立てたお金

教育費教育費
2億1790万4000円2億1790万4000円

消防費消防費
2億2242万4000円2億2242万4000円

住民税、固定資産税、
軽自動車税などによ
り得たお金

町税町税
3億1647万6000円3億1647万6000円

平成 27年度決算で繰り越されたお金
繰越金　6756万9000円繰越金　6756万9000円

寄附金　8378万円

ふるさと納税等で寄附されたお金

町民センターなどの施設使用
料や各種証明発行手数料など
により得たお金

使用料及び手数料使用料及び手数料　　
8180万6000円8180万6000円

土地貸付などの財産収入や基金から
の繰入金などにより得たお金

その他の収入　3656万7000円他 収他 収

建物等の保険還付金などにより得たお金
諸収入　8711万4000円諸収入　8711万4000円

自治体間の格差を無くすため、国
が町に交付したお金

地方交付税地方交付税
18億6645万9000円18億6645万9000円

国からの補助金など使い
道が特定されているお金

国庫支出金国庫支出金
4億4401万9000円4億4401万9000円

道からの補助金や委託
金などにより得たお金

道支出金道支出金
2億54万2000円

国などから借りたお金

借入金（町債）借入金（町債）
2億6347万8000円2億6347万8000円

ガソリン税など特定の税収の一部を国が町に譲与したお金

消費税など税収の一部を国が町に交付したお金

地方譲与税　　　3800万9000円地方譲与税　　　3800万9000円

その他の交付金　7571万円その他の交付金　7571万円

決算 支援を充実各種 子育て子育て
保育料の軽減や医療費無料を中学生まで拡大保育料の軽減や医療費無料を中学生まで拡大
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徹底審査徹底審査
決算委員会質疑決算委員会質疑

ここでは、各会計決算特別委員会で
行われた質疑を要約してお知らせし
ます。

平成28年度決算平成28年度決算

将
来
を
見
据
え
た
政
策
を

　

展
開
し
財
政
運
営
の
健
全
化
を

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
の
活
用
に
よ

り
、
新
た
な
財
源
が
確
保
で

き
た
こ
と
は
、
町
財
政
に

と
っ
て
大
き
な
効
果
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ふ
る

さ
と
納
税
寄
付
金
収
入
額
が

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
町
の
特
性
を
活
か
し

た
新
た
な
発
想
を
生
み
出

し
、
寄
付
金
の
増
収
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

債
権
管
理
及
び
徴
収
事
務

に
あ
た
っ
て
は
、
道
税
事
務

所
職
員
の
派
遣
を
受
け
、
差

し
押
さ
え
な
ど
の
手
法
に
つ

い
て
の
技
術
を
継
承
し
大
き

な
成
果
が
あ
っ
た
。
今
後
に

お
い
て
も
、
債
権
管
理
を
行

う
職
員
全
て
が
共
通
認
識
の

も
と
、
徴
収
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

歳
出
で
は
、
降
雪
に
よ
り

建
物
の
支
柱
が
倒
壊
し
、
修

繕
を
し
て
い
る
事
例
が
あ
っ

た
。
修
繕
費
用
は
建
物
災
害

共
済
の
財
源
が
充
当
さ
れ
て

い
る
が
、
保
険
が
適
用
さ
れ

た
か
ら
問
題
は
な
い
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
施
設

を
管
理
す
る
所
管
課
は
、
指

定
管
理
者
に
管
理
を
委
託
し

て
い
る
施
設
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
定
期
的
な
見
回
り
を

行
う
な
ど
、
適
正
な
施
設
の

維
持
管
理
に
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。

　

本
町
で
は
、
効
果
的
・
効

率
的
な
町
民
の
た
め
の
町
政

運
営
を
め
ざ
し
、
行
財
政
構

造
改
革
プ
ラ
ン
を
推
進
し
、

財
政
の
健
全
化
を
図
り
、
基

金
残
高
も
標
準
財
政
規
模
と

同
額
に
近
い
状
況
ま
で
改
善

さ
れ
て
き
た
が
、
住
民
福
祉

の
向
上
の
た
め
に
は
、
将
来

の
財
政
運
営
を
見
越
し
た
適

切
な
予
算
編
成
及
び
そ
の
執

行
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

平
成
27
年
度
に
策
定
さ
れ

た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
地
方
版
総
合
戦
略
」
を

基
本
に
、
本
町
の
将
来
を
見

据
え
た
政
策
を
展
開
し
、
健

全
な
財
政
運
営
を
推
進
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

監
査
委
員　

原
田　
　

修

監
査
委
員　

宮
本　

幹
夫

各
会
計
決
算
審
査
意
見
書
︵
抜
粋
︶

第
２
子
目
か
ら
の
支
給
を

民生費

　
　
　
　

出
産
祝
金
事
業

               

は
、
第
３
子
目

か
ら
10
万
円
が
支
給
さ
れ

る
が
、
第
2
子
目
以
降
に

広
げ
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　

祝
い
金
が
10
万

円
で
十
分
で
あ
る
か
な

ど
、
現
在
行
っ
て
い
る
事

業
の
検
証
を
行
い
な
が
ら

将
来
的
に
検
討
し
た
い
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
活
用
に
よ
る
効
果
は

外
国
語
指
導
助
手
招
致
事
業

教育費

　
　
　
　

平
成
28
年
度
に

　
　
　
　

狩
猟
免
許
取
得

に
係
る
補
助
申
請
が
い
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　

狩
猟
免
許
を

取
得
し
て
も
、
銃
の
維
持

な
ど
に
多
額
の
費
用
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
な
か
な

か
取
得
に
つ
な
が
ら
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

農林水産業費

狩
猟
免
許
取
得
補
助
事
業

事
業
効
果
は
あ
っ
た
の
か

２
大
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
金

商工費

作
業
効
率
は
上
が
る
の
か

除
雪
専
用
車
購
入

土木費

今
後
の
施
設
の
在
り
方
は

今
後
も
本
町
に
定
住
す
る
の
か

地
域
お
こ
し
協
力
隊

総務費

高
校
生
ま
で
拡
大
を

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業

民生費

　
　
　
　

昨
年
度
よ
り
医

　
　
　
　

療
費
助
成
を
中

学
生
ま
で
と
し
て
い
る

が
、
高
校
生
ま
で
に
拡
大

で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　

将
来
的
な
財
政

状
況
や
社
会
状
況
を
鑑
み

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

出
産
祝
金
事
業

佐 藤佐 藤

町   

長

農
政
課
長 佐 藤佐 藤

町   

長

農林水産業費

フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
に
き
の
運
営

　
　
　
　

平
成
28
年
度
に

　
　
　
　

委
嘱
し
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
は
、
委
嘱

期
間
終
了
後
も
本
町
に
定

住
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

　
　
　
　
　

平
成
28
年
度

に
１
名
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
委
嘱
し
て
い
る

が
、
委
嘱
期
間
終
了
後
も

本
町
に
定
住
し
た
い
と
述

べ
て
い
る
。

上 村上 村

申
請
者
が
い
な
い
理
由
は

　
　
　
　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用

　
　
　
　

に
よ
る
英
語
教

育
の
効
果
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

　
　
　
　

ネ
イ
テ
ィ
ブ

な
発
音
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
子
ど
も
た
ち
が
全
道

の
英
語
暗
唱
大
会
へ
出
場

す
る
な
ど
、
英
語
に
親
し

み
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

教
委
主
幹

利
用
者
増
へ
の
対
策
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

民生費

　
　
　
　

町
内
デ
イ
サ
ー

　
　
　
　

ビ
ス
の
利
用
者

数
が
少
な
い
。
増
加
へ
の

対
策
は
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

リ
ハ
ビ
リ
を

目
的
に
、
町
外
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
も

い
る
。
今
後
、
事
業
主
体

と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

事
業
の
見
直
し
等
も
含
め

検
討
し
て
い
き
た
い
。

水 田水 田

企
画
課
主
幹 佐 藤佐 藤

　
　
　
　

除
雪
専
用
車
を

　
　
　
　

新
た
に
購
入
し

た
こ
と
に
よ
り
、
作
業
効

率
は
上
が
る
の
か
。

　
　
　
　
　

新
た
に
購
入

し
た
機
械
は
、
以
前
に
使

用
し
て
い
た
も
の
と
同
等

も
の
。
現
在
の
除
雪
能
力

を
引
き
続
き
確
保
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

水 田水 田

土
木
係
長

　
　
　
　

さ
く
ら
ん
ぼ
フ

　
　
　
　

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
う
ま
い
も
ん
じ
ゃ
祭
り

の
開
催
に
よ
る
事
業
効
果

は
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　

リ
ピ
ー
タ
ー

が
増
え
、
観
光
農
園
等
の

売
上
が
上
が
っ
た
な
ど
の

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

野 崎野 崎

企
画
課
主
幹

　
　
　
　

今
後
、
施
設
の

　
　
　
　

修
繕
に
多
額
の

費
用
が
見
込
ま
れ
る
。
施

設
の
運
営
に
つ
い
て
の
方

向
性
を
ど
う
し
て
い
く
の

か
。

　
　
　
　

民
間
で
の
活
用

や
譲
渡
な
ど
、
様
々
な
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。
次

回
の
指
定
管
理
終
了
ま
で

に
方
向
性
を
出
し
た
い
。

水 田水 田

町   

長

業
務
係
長佐 藤佐 藤

農作業を行っている地域おこし協力隊の宮崎さんデイサービスの利用者数増加を期待します

熊出没に注意しましょう 子どもは町の宝です

町民向けの英会話教室も行っています 事業効果を検証しより良いイベントを

将来的な方向性の熟考を昨年度購入した除雪専用車 医療費軽減で子育て世代の負担減を



可
決
可
決
可
決
可
決
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　第３回定例会は、９⽉27⽇に開会し、同⽇閉会しました。
 町から、決算認定、補正予算、規約変更、⼈事案件が上程され、決算認定を
除く全ての議案を可決しました。（決算認定は、特別委員会を設置して付託）
 また、平成28年度決算に基づく健全化判断⽐率及び資⾦不⾜⽐率の報告が
ありました。
 議員から意⾒書を提出し、全ての議案を可決しました。また、⼀般質問で
は、４⼈の議員が登壇し、町⻑に考えを問いただしました。

定例会のあらまし

◇
一
般
会
計
（
第
３
号
）

　

一
般
会
計
予
算
は
、
い
き

い
き
88
の
浴
場
修
繕
に
係
る

委
託
料
、
障
害
福
祉
シ
ス
テ

ム
改
修
経
費
、
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
の
地
下
タ
ン
ク
油
面

補
正
予
算

　　　町内３施設の
　　 　　 修繕経費等を可決

一般会計補正予算（第３号）

計
修
繕
に
係
る
委
託
料
、
フ

ル
ー
ツ
パ
ー
ク
に
き
の
暖
房

用
配
管
の
修
繕
費
、
生
活
排

水
処
理
計
画
策
定
事
業
に
係

る
委
託
料
な
ど
に
よ
る
増
額

補
正
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
委
員
に
加
藤

浩
子
さ
ん
を
任
命
す
る
こ
と

に
対
し
、
全
員
賛
成
で
同
意

し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
に

　
　

加
藤
さ
ん
を
任
命

     

加　

藤　

浩　

子   

さ
ん

◆
教
育
委
員
会
委
員

（
長
沢
南
）

人
事
案
件

９月27日９月27日

第　回定例会第　回定例会
平成２９年平成２９年

３３

佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

仁
木
町
敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

9
⽉
15
⽇
に
町
⺠
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
仁
⽊
町
敬
⽼

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

当
⽇
は
、
町
内
在
住
者
で
75
歳
以
上
の
対
象
者
７
１
４

名
の
う
ち
、
１
７
６
名
が
出
席
が
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
及
び
協
⼒
い
た
だ

い
た
団
体
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
敬
⽼
会
と
な
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
営
プ
ー
ル
の
営
業
が
終
了
し
ま
し
た

　

仁
⽊
町
⽔
泳
プ
ー
ル
︵
仁
⽊
・
銀
⼭
・
然
別
︶
に
つ
い

て
は
、
７
⽉
８
⽇
か
ら
８
⽉
27
⽇
ま
で
の
51
⽇
間
開
設

し
、
各
プ
ー
ル
と
も
事
故
も
な
く
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

開
設
期
間
中
の
利
⽤
者
数
は
、
１
６
３
８
⼈
と
、
昨
年
度

よ
り
も
１
１
０
⼈
下
回
り
ま
し
た
。
要
因
と
し
て
は
、
開

設
基
準
を
満
た
し
な
が
ら
も
、
曇
天
の
⽇
が
多
か
っ
た
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

角
谷
教
育
長
の
教
育
行
政
報
告

Ｎ
コ
ン
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル
出
場

　

９
⽉
２
⽇
、
わ
く
わ
く
ホ
リ
デ
ー
ホ
ー
ル
︵
札
幌
市
⺠

ホ
ー
ル
︶
に
お
い
て
、
第
84
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
⾳
楽
コ

ン
ク
ー
ル
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、

⼩
樽
・
後
志
地
区
の
代
表
校
と
し
て
、
仁
⽊
⼩
学
校
が
出

場
し
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
、
﹁
奨
励
賞
﹂
で
惜
し
く
も

⾦
・
銀
・
銅
の
三
賞
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
美
し

く
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
会
場
に
響
か
せ
ま
し
た
。

補正額 予算総額

・一般会計（３回目の補正）

1271万5000円 増 39億3820万4000円

陳陳  

情情  

をを 

不不  

採採  

択択

フルーツパークにき

いきいき88

山村開発センター

陳

情

　

平
成
28
年
第
４
回
定
例
会

で
、
総
務
経
済
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
「
陳
情
第
1

号
・
家
庭
生
ご
み
・
浄
化
槽

汚
泥
等
の
ア
ミ
ノ
酸
堆
肥
化

に
関
す
る
陳
情
（
提
出
者
…

北
海
道
農
家
消
費
者
連
盟
・

田
中
龍
彦
氏
・
高
橋
由
加
里

氏
）
」
の
委
員
会
審
査
報
告

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
長
か
ら
の
審
査
報
告

の
の
ち
、
討
論
・
採
決
の
結

果
、
賛
成
な
し
で
不
採
択
と

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

※
委
員
会
審
査
の
詳
細
は
、
21

　

ペ
ー
ジ
に
掲
載

 

反

対

新
た
に
塵
芥
車
の

購
入
経
費
、
生
ご

み
収
集
運
搬
委
託
料
、
施
設

管
理
委
託
料
、
施
設
建
設
費

な
ど
、
コ
ス
ト
が
非
常
に
か

か
り
費
用
対
効
果
を
考
え
る

と
町
単
独
事
業
で
は
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
陳
情
に

反
対
す
る
。ア

ミ
ノ
酸
液
肥
は

以
前
よ
り
、
利
用

度
も
高
い
。
し
か
し
、
本
町

の
生
ご
み
の
量
は
少
な
い
こ

と
か
ら
、
収
集
し
原
料
と
す

る
の
は
難
し
く
、
収
集
や
分

別
に
も
経
費
が
か
か
る
た

め
、
本
陳
情
に
反
対
す
る
。

討

論

討

論
佐　藤佐　藤野 崎野 崎

反

対

喜茂別町にある堆肥化施設
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国・政府等へ要望

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ

意

見

書

▼
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉

会
議
に
参
加
し
条
約
実
現
に

真
剣
に
努
力
す
る
よ
う
求
め

る
意
見
書

　

提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
賛
成
議
員　

佐
藤　

秀
教

　

核
兵
器
禁
止
条
約
と
は
、

核
兵
器
そ
の
も
の
を
法
的
に

禁
止
す
る
も
の
で
、
非
核
保

有
国
を
中
心
に
、
国
際
連
合

に
お
い
て
採
択
さ
れ
て
い
ま

ニキボーのなになに？

健全化判断比率と資金不足比率とは

26年度 27年度 28年度

11.5 10.7 9.9

◆実質公債費比率（早期健全化基準25.0）
26年度 27年度 28年度

27.4 6.6 －

◆将来負担比率（早期健全化基準350.0）
※黒字のため、算定されない。

26年度 27年度 28年度

－ － －

◆実質赤字比率（早期健全化基準15.0）
26年度 27年度 28年度

－ － －

◆連結実質赤字比率（早期健全化基準20.0）

※黒字のため、算定されない。

報

告

　

平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ

く　

健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち

実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度

簡
易
水
道
事
業
特
別

　

会
計
は
今
年
も

字

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
及

び
３
特
別
会
計
（
国
民
健
康

保
険
事
業
・
簡
易
水
道
事
業

・
後
期
高
齢
者
医
療
）
の
決

算
認
定
は
、
特
別
委
員
会
を

設
置
し
て
付
託
し
、
閉
会
中

に
審
査
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

▼
平
成
28
年
度
各
会
計

決
算
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
住
吉　

英
子

副
委
員
長　

佐
藤　

秀
教

※
議
長
・
議
選
監
査
委
員
を
除

　

く
、
７
名
の
委
員
に
よ
り
構

　

成
。

※
関
連
記
事
４
〜
７
ペ
ー
ジ
に

　

掲
載

特
別
委
員
会
を
設
置
し

閉
会
中
に
審
査

決
算
認
定

核兵器のない平和な世界を望みます（原爆ドーム：広島市提供）

９月27日９月27日

第　回定例会第　回定例会
平成２９年平成２９年

３３

比
０
・
８
㌽
の
改
善
で
あ
っ

た
一
方
で
、
将
来
負
担
比
率

は
議
会
で
の
報
告
を
義
務
付

け
さ
れ
て
以
降
、
初
め
て
特

定
財
源
等
が
将
来
負
担
額
を

上
回
り
、
算
定
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
で
あ
る

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
の

資
金
不
足
比
率
は
、
黒
字
の

た
め
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　健全化判断比率とは、次の４指標のことで、この４指標のうち、一つでも基準を超えた場合には、早期健全化計画
を定め自主的かつ計画的に財政の健全化を図らなければなりません。
◆実質赤字比率は、財政運営の深刻度を示すものです。
◆連結実質赤字比率は、一般会計と特別会計の赤字や黒字を合算し運営の深刻度を示すものです。
◆実質公債費比率は、資金繰りの危険度を示すものです。
◆将来負担比率は、将来財政を圧迫する可能性を示すものです。
　資金不足比率とは、公営企業の資金不足を公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状
態の深刻度を示すものです。基準を超えた場合には経営健全化計画を定め、自主的かつ計画的に経営の健全化に努め
なければなりません。

将来負担比率大幅改善将来負担比率大幅改善

将来の財政に 兆し

健全化判断比率及び資金不足比率報告書

財
政
健
全
化
へ
の
努
力
実
る

ニキボーのなになに？

起立採決で同数だと、なぜ投票採決をするの？
　今回の「核兵器禁止条約の交渉会議に参加し条約実現に真剣に努力するよう求める意見書」については、起立採決
を行い賛成４人・反対４人と同数でした。起立採決を行った際に同数だった場合は、起立しなかった人が態度保留で
意思表示を行わなかったことも考えられることから、投票により賛否を明らかにすることとされています。
　また、投票を行い、それでも反対・賛成が同数になった場合は、議長が賛否を決めることとなっています。

 　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

に

　
　
　

 　

調
印
を
要
望

 

反

対

住 吉住 吉

核
保
有
国
が
参
加

せ
ず
、
同
条
約
を

作
る
こ
と
は
核
保
有
国
と
非

核
保
有
国
の
分
断
を
深
め
る

と
の
理
由
で
、
政
府
は
参
加

を
見
送
っ
た
。
核
保
有
国
と

非
核
保
有
国
の
溝
を
埋
め
る

た
め
の
実
践
的
な
取
組
を
推

進
す
る
立
場
を
明
確
に
し
た

日
本
政
府
の
対
応
を
尊
重
す

る
立
場
か
ら
、
同
意
見
書
に

反
対
す
る
。

核
兵
器
の
な
い
世

界
の
実
現
を
目
指

賛

成

す
こ
と
に
異
論
を
挟
む
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

被
爆
国
で
あ
る
以
上
、
核

兵
器
禁
止
条
約
の
精
神
を
世

界
に
広
め
る
こ
と
が
国
際
社

会
で
尊
敬
さ
れ
る
被
爆
者
の

思
い
に
報
い
る
こ
と
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
同
意
見
書
に
賛

成
す
る
。

討

論

討

論

▼
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練

の
中
止
等
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

オ
ス
プ
レ
イ
の

　

飛
行
自
粛
を
要
望

　

現
在
、
米
軍
普
天
間
基
地

に
配
備
さ
れ
て
い
る
オ
ス
プ

レ
イ
の
う
ち
、
3
機
が
短
期

間
の
う
ち
に
、
墜
落
な
ど
の

重
大
な
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し

 

反

対

構
造
的
に
は
、
全

く
問
題
が
な
い
と

い
う
報
告
も
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
災
害
が
起
こ
っ
た
と

き
に
は
、
迅
速
で
長
距
離
が

飛
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
輸
送

や
人
命
救
助
の
際
に
活
躍
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
今
後
、
オ
ス
プ
レ

イ
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
も

踏
ま
え
、
同
意
見
書
に
反
対

す
る
。

野 崎野 崎

住
民
の
安
全
・
安

心
を
求
め
る
こ
と

賛

成

が
、
１
番
大
切
な
こ
と
と
考

え
る
。
訓
練
の
際
に
、
予
定

飛
行
経
路
の
情
報
提
供
も
な

い
。
数
多
く
の
重
大
な
事
故

や
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
飛
行
し

て
い
る
こ
と
は
、
住
民
の
不

安
を
軽
視
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
同
意
見
書
に
賛

成
す
る
。

討

論

討

論

佐　藤佐　藤

す
。
現
在
、
我
が
国
は
、
条

約
に
調
印
し
な
い
と
の
立
場

を
と
っ
て
お
り
、
被
爆
国
で

あ
る
我
が
国
の
調
印
が
全
世

界
の
人
々
か
ら
待
ち
望
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
条
約
の

調
印
を
要
望
す
る
も
の
で
、

討
論
・
採
決
の
結
果
、　

賛

成
４
人
・
反
対
４
人
と
同
数

で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
無
記
名
投
票

採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
５
人

・
反
対
３
人
で
可
決
し
関
係

機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。
8
月
18
日
よ
り

北
海
道
内
で
行
わ
れ
た
日
米

共
同
訓
練
の
際
に
は
、
オ
ス

プ
レ
イ
も
参
加
し
て
お
り
、

事
故
原
因
の
詳
細
な
検
証
が

さ
れ
な
い
ま
ま
、
共
同
訓
練

を
展
開
し
た
こ
と
は
、
道
民

の
安
全
を
脅
か
す
も
の
で
あ

る
た
め
、
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
行
自
粛
を
米
側
に
要
請
す

る
よ
う
求
め
た
も
の
で
、
討

論
・
採
決
の
結
果
、
賛
成
５

人
・
反
対
３
人
で
可
決
し
関

係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

水　田水　田

核
兵
器
禁
止
条
約

核
兵
器
禁
止
条
約

明るい明るい

黒

※特定財源等が将来負担額を上回るため算定されない。
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第３回定例会の一般質問には、４人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ワイン産業の推進について

佐藤　秀教　議員
14

公共施設の老朽化対策について

野崎　明廣　議員
15

エネルギーの地産地消について

上村智恵子　議員
16

ヘルプカード・ヘルプマークの導入について

住吉　英子　議員
17

ニキボーのなになに？

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する
方針等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。
　なお、平成28年第４回定例会より、質問１件につき40分の時間制限を設け、平成29年第１回
定例会より、説明員に対し反問権を付与しました。

９月27日９月27日

第　回定例会第　回定例会
平成２９年平成２９年

３３

○…賛成、●…反対　　※全員賛成の議案は、掲載していません。また、議長は採決には加わりません。

議決結果

オスプレイの飛行訓練の中止等を求める意見書

　　　　　　　　　　　　　　 　　（起立採決）
○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ － 原案可決

核兵器禁止条約の交渉会議に参加し条約実現に真

剣に努力するよう求める意見書（起立採決）
○ ● ● ○ ● ● ○ ○ －

同数のため

投票採決へ

　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　（投票） 賛成５：反対３（無記名投票のため賛否不明） 原案可決

平成29年第３回定例会
賛否の分かれた議案の公表 野崎明廣野崎明廣 林　正一林　正一宮本幹夫宮本幹夫住吉英子住吉英子嶋田　茂嶋田　茂佐藤秀教佐藤秀教 水田　正水田　正 上村智恵子上村智恵子 横関一雄横関一雄

▼
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　

 

提
出
議
員　

嶋
田　
　

茂

　
賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
意
見
書

▼
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除

特
例
措
置
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書　

提
出
議
員　

野
崎　

明
廣

　
賛
成
議
員　

嶋
田　
　

茂

全
員
賛
成
で
可
決

　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　 更なる推進を要望

▼
受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
進

め
る
た
め
に
健
康
増
進
法
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

佐
藤　

秀
教

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
受
動
喫
煙
に
よ
る
死
亡

者
数
を
年
間
約
１
万
５
０
０

０
人
と
推
計
し
て
お
り
、
ま

た
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
に
お
い
て
も
、
日
本
の

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
最
低

ラ
ン
ク
に
位
置
付
け
て
い
ま

す
。

▼
「
全
国
森
林
環
境
税
」
の

創
設
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
議
員　

佐
藤　

秀
教

　
賛
成
議
員　

宮
本　

幹
夫

全
員
賛
成
で
可
決

▼
食
品
衛
生
管
理
の
国
際
標

準
化
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
議
員　

住
吉　

英
子

　
賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

全
員
賛
成
で
可
決

　

こ
の
状
況
を
脱
し
、
国
民

の
健
康
を
最
優
先
に
考
え
、

受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
取
組

を
進
め
る
た
め
の
罰
則
付
き

規
制
を
図
る
健
康
増
進
法
の

早
急
な
改
正
な
ど
を
要
望
す

る
も
の
で
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し

た
。

そ
の
他
の
議
案

▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
を

変
更
す
る
た
め
の
協
議
に
つ

い
て

全
員
賛
成
で
可
決

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
を
変
更
す
る

た
め
の
協
議
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
を
変
更
す
る
た
め

の
協
議
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

▼
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

中
間
報
告

※
関
連
記
事
21
ペ
ー
ジ
に
掲
載

そ
の
他
の
報
告

町民センターの喫煙コーナー

受動喫煙防止対策受動喫煙防止対策
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一　般　質　問 　

問
ワ
イ
ン
産
業
の
推
進

に
つ
い
て
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
取
組
を
実
施
し

て
い
く
の
か
。

町
長
本
年
度
、
ワ
イ

ナ
リ
ー
の
誘
致

や
道
内
外
に
ワ
イ
ン
産
地
と

し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

を
目
的
に
新
規
ヴ
ィ
ニ
ュ
ロ

ン
（
事
業
者
）
開
拓
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
ワ
イ
ン
の
魅
力
を
伝
え

る
講
演
会
、
有
効
な
Ｐ
Ｒ
戦

略
の
立
案
、
北
海
道
大
学
と

連
携
し
た
調
査
研
究
、
テ
レ

ビ
番
組
の
制
作
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
を
活
用
し
た
情

報
発
信
の
取
組
等
を
実
施
し

て
い
く
。

問
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の

苗
木
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
が
、
本
町
は
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。

町
長
Ｊ
Ａ
新
お
た
る

を
通
じ
て
ワ
イ

ン
用
ぶ
ど
う
生
産
者
の
状
況

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在

で
は
、
苗
木
を
注
文
し
て
か

ワイン特区認定の取得を
町長 前向きに検討する

 　町政のそこが聞きたい　

野崎　明廣 議員

問
本
町
の
公
共
施
設
は

老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
建
物
が
多
く
、
然
別
生
活

館
、
銀
山
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
、
銀
山
へ
き
地
保
育
所

に
お
い
て
は
、
45
年
以
上
経

過
し
て
お
り
、
対
策
が
必
要

と
考
え
る
。
町
長
は
、
こ
の

3
施
設
の
改
修
・
整
備
に
つ

い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
。

町
長
３
施
設
に
つ
い

て
は
、
指
定
管

理
者
制
度
を
活
用
し
な
が

ら
、
適
切
な
管
理
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
安
全

面
及
び
機
能
面
で
の
不
具
合

　地域経済成長の促進を目的に導入された
「構造改革特区制度」の中で、ワインを造
りやすくするように、酒税法の一部を緩和
された地域が「ワイン特区」です。酒税法
では、酒造量が下限6,000Ｌであるのに対
し、「ワイン特区」では、下限2000Ｌか
らワインを造ることができます。

ニキボーのなになに？

ワイン特区とは

が
見
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
当
面
は
修
繕
を
施
し
な

が
ら
、
現
状
を
維
持
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
32
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
5

期
仁
木
町
総
合
計
画
」
及
び

「
仁
木
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
市
町
村
計
画
」
に
お
い
て

は
、
建
替
え
や
大
規
模
修
繕

の
計
画
は
な
い
が
、
次
期
計

画
策
定
ま
で
に
施
設
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い

く
。　

地
域
の
た
め
に
老
朽
化
施
設
の
更
新
を

町
長　

地
域
の
方
々
と
共
に
検
討
し
て
い
き
た
い

改修が望まれる然別生活館

佐藤　秀教 議員

ら
納
入
ま
で
１
〜
２
年
程
度

の
時
間
を
要
す
る
も
の
の
、

必
要
量
は
確
保
で
き
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
種
苗
業

者
が
過
剰
な
在
庫
を
抱
え
る

リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

直
ち
に
増
産
が
で
き
な
い
状

況
で
あ
り
、
当
面
、
苗
木
不

足
の
状
況
が
続
く
も
の
と
の

認
識
で
あ
っ
た
。

　

今
後
、
苗
木
の
接
ぎ
木
技

術
や
栽
培
管
理
技
術
を
普
及

さ
せ
る
た
め
、
醸
造
用
ぶ
ど

う
生
産
拡
大
総
合
サ
ポ
ー
ト

事
業
と
も
連
携
し
、
こ
れ
ら

の
取
組
で
得
ら
れ
る
情
報
を

希
望
す
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
事
業

者
及
び
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
生

産
者
に
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
本
町
で
は
、
大
き
な

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
誘
致

す
る
こ
と
を
前
提
に
、
ワ
イ

ン
特
区
を
取
得
し
な
い
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
が
、
町

内
で
も
将
来
的
に
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
所
有
し
た
い
と
い
う

方
々
も
い
る
。
ワ
イ
ン
特
区

認
定
の
取
得
を
、
検
討
し
て

ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
町
長

の
見
解
は
。

町
長
当
初
か
ら
町
と

し
て
は
、
大
型

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
誘
致
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
た
の
で
、
ワ

イ
ン
特
区
は
導
入
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
以
前
よ
り
答

弁
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
１
〜
２
年

で
小
規
模
事
業
者
や
ワ
イ
ナ

リ
ー
事
業
者
か
ら
、
様
々
な

要
望
、
問
い
合
わ
せ
が
来
て

お
り
、
本
町
と
し
て
も
、
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
経
営
し
て
い
る

事
業
者
な
ど
か
ら
ご
意
見
を

伺
い
、
ワ
イ
ン
特
区
の
取
得

に
つ
い
て
、
産
業
推
進
策

の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
「
次
期
計
画
策
定
ま

で
」
と
い
う
の
は
、

い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

企
画
課
長

町
長
が
述

べ
た
よ
う

に
、
こ
の
計
画
は
平
成
32
年

度
ま
で
の
期
間
で
あ
る
た

め
、
平
成
31
年
・
32
年
度
の

2
年
を
か
け
て
、
新
し
い
計

画
を
策
定
し
て
い
く
。

問
公
共
施
設
の
今
後
に

お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン

と
、
地
域
住
民
の
思
い
が
あ

る
と
思
う
が
、
総
合
的
な
考

え
は
。

町
長
総
合
的
な
考
え

と
い
う
の
は
、

現
時
点
で
明
確
な
も
の
は
な

い
が
、
今
後
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
た
場
合
、
効
率
性
、
利

便
性
を
図
る
小
さ
な
拠
点
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

一
つ
の
場
所
に
多
く
の
地

域
住
民
の
方
々
が
集
え
る
よ

う
な
場
所
、
又
は
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
が
今
ま
で
持
ち
合
わ

せ
て
い
た
機
能
を
1
か
所
に

集
約
で
き
る
よ
う
な
施
設
を

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
出
す
と
い
う
こ
と
を
目

標
に
、
将
来
の
地
域
に
と
っ

て
負
担
が
か
か
ら
な
く
、
ま

た
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
施
設
を
目
指
し
、
地
域
の

方
々
と
検
討
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
３
施
設
の
改
修
・
整

備
と
い
う
観
点
か

ら
、
総
合
計
画
の
次
期
計
画

は
、
重
要
な
も
の
と
な
っ
て

く
る
。
計
画
を
策
定
す
る
際

に
は
、
地
域
住
民
を
入
れ
て

協
議
し
た
方
が
良
い
と
考
え

る
が
、
構
成
メ
ン
バ
ー
は
。

企
画
課
長

総
合
計
画

審
議
会
の

構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
農
業
委

員
や
教
育
委
員
、
民
間
諸
団

体
の
代
表
、
学
識
経
験
者
、

町
議
会
議
員
、
そ
し
て
、
町

内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
町

で
募
集
を
か
け
て
応
募
し
て

き
た
方
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
地
域
住
民
の
実
際

の
声
を
反
映
し
な
が
ら
、
策

定
さ
れ
る
と
考
え
る
。

更なるワインツーリズムの振興を期待します。
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　　　　一　般　質　問 　  

問
平
成
27
年
第
3
回
定

例
会
に
お
い
て
、
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に

つ
い
て
一
般
質
問
を
行
っ
た

際
に
、
町
長
は
、
「
近
隣
町

村
と
北
後
志
地
域
自
立
支
援

協
議
会
な
ど
で
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
答
弁
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
の
進
展
は
。

町
長
北
後
志
地
域
自

立
支
援
協
議
会

を
構
成
す
る
北
後
志
５
か
町

村
の
障
が
い
事
務
担
当
者
、

教
育
委
員
会
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
な
ど
と
情
報
交
換
、

問
多
く
の
自
治
体
で
導

入
が
進
め
ら
れ
て
い

る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
の
取
組
に
係
る
本
町

の
認
識
と
本
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
、
町
長
の
見
解
は
。

町
長
平
成
28
年
４
月

１
日
に
施
行
さ

れ
た
障
害
者
解
消
法
に
お
い

て
、
行
政
機
関
に
対
し
、
合

理
的
な
配
慮
を
的
確
に
行
う

た
め
の
整
備
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。
一
人
で
も
多
く
の
方

に
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を

促
す
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
及
び
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
の
取
組
は
、
法

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
導
入
を

再生可能エネルギーの導入を
町長 導入に向けて総合的に検討

事
例
の
検
討
、
町
民
が
様
々

な
障
が
い
の
特
性
を
や
さ
し

く
理
解
で
き
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
に
つ
い
て
提
案
す

る
な
ど
、
調
査
研
究
を
行
っ

て
き
た
。

町
長　

12
月
を
目
途
に
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布
す
る

住吉　英子 議員

 　町政のそこが聞きたい　

上村智恵子 議員

問
本
町
に
お
け
る
地
産

地
消
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
の
推
進
状
況
は
。

町
長
果
樹
栽
培
の
盛

ん
な
本
町
に
お

い
て
、
大
量
に
発
生
す
る
果

樹
の
せ
ん
定
枝
の
木
質
チ
ッ

プ
を
用
い
た
ボ
イ
ラ
ー
化
の

検
討
を
行
っ
た
が
、
含
水
率

が
高
く
品
質
が
一
定
し
て

い
な
い
た
め
、
町
内
で
木
質

チ
ッ
プ
を
調
達
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
り
、
試
算
し
た
経

費
の
削
減
が
期
待
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
の
導
入
は
厳
し
い
と
判

断
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
他
の
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
蓄
電
池
技

術
の
向
上
が
見
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
北
海
道
経
済
産

業
局
な
ど
と
の
連
携
を
進

め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
に
向
け
て
総
合
的
に

検
討
を
し
て
い
く
。

問
民
間
企
業
等
に
よ
る

大
規
模
太
陽
光
発
電

の
受
入
態
勢
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
民
間
企
業
か
ら

太
陽
光
発
電
に

係
る
問
い
合
わ
せ
が
数
件

あ
っ
た
が
、
建
設
適
地
が
な

い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
受

け
入
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　

遊
休
地
の
利
活
用
と
い
う

点
で
は
、
有
効
で
あ
る
が
、

経
済
効
果
を
優
先
し
、
自
然

環
境
や
町
の
景
観
を
損
な
う

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
細
心

の
注
意
を
払
い
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の

導
入
に
つ
い
て
、
道

は
小
水
力
発
電
な
ど
様
々
な

取
組
を
し
て
お
り
、
他
の
自

治
体
も
精
力
的
に
進
め
て
い

る
。
本
町
に
適
し
て
い
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
何
か
、
道
に
積

極
的
に
聞
い
て
は
ど
う
か
。

町
長
本
町
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
適
し
て
い
る
か

と
い
う
の
は
、
現
時
点
で
判

断
し
づ
ら
い
状
況
で
あ
り
、

今
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

木
質
チ
ッ
プ
を
活
用
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
小
水
力

発
電
を
推
進
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
は
、

本
町
は
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
適
し
て
い
る
か
、
明

確
に
方
向
性
を
出
す
た
め
、

北
海
道
経
済
産
業
局
か
ら
講

師
を
お
呼
び
し
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
の
勉
強
会
等

を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

木質バイオマスエネルギー熱供給施設（北海道下川町）

問
総
合
計
画
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
構
想
を
入
れ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
町

も
そ
う
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
な
る
べ
く
将
来

的
に
負
担
が
か

か
ら
な
い
公
共
施
設
を
作
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。
計
画
の
中
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

ヘルプマークをつけている人を見かけたら援助してあげましょう

が
目
的
と
す
る
環
境
の
整
備

を
進
め
、
障
が
い
の
あ
る
方

も
な
い
方
も
、
共
に
暮
ら
す

地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
上

で
、
効
果
的
な
取
組
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
年
10
月
に
「
北
海
道
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
及
び
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
配
布
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
策
定
さ
れ
、
北
海
道

か
ら
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
が
配
布

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
、
北
海
道
が
作

成
す
る
標
準
様
式
を
参
考
に

し
て
、
平
成
29
年
12
月
を
目

途
に
本
町
版
の
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
を
作
成
し
、
希
望
す
る
町

民
に
対
し
、
配
布
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

問
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
を
役
に

立
つ
も
の
に
す
る
に
は
、
健

常
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
今
後
、
町

民
に
ど
の
よ
う
に
普
及
啓
発

を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

町
長
い
く
ら
カ
ー
ド

が
有
効
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
存
在
を

多
く
の
人
が
知
ら
な
け
れ
ば

十
分
な
支
援
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　

そ
の
た
め
町
と
し
て
も
、

講
演
会
や
説
明
会
を
随
時
開

催
す
る
な
ど
、
町
民
に
周
知

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病
の方、妊娠初期の方など、外見上援助や配慮を必要と
していることがわかりにくい方が周囲に知らせること
で援助を受けやすくするために、作成されたマークで
す。　

ニキボーのなになに？

ヘルプマークとは
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８
月
26
日
付
け
で
任
期
満

了
の
美
濃
副
町
長
の
後
任
と

し
て
、
林
幸
治
さ
ん
を
選
任

す
る
こ
と
に
対
し
、
全
員
賛

成
で
同
意
し
ま
し
た
。
林
さ

ん
は
、
道
職
員
と
し
て
農
政

関
係
の
部
署
を
歴
任
し
、
平

成
25
年
か
ら
27
年
ま
で
の
２

年
間
、
派
遣
職
員
と
し
て
本

町
農
政
課
主
幹
を
務
め
て
い

ま
し
た
。

　
　

林
は
や
し 　

　

幸こ
う 

治じ   

さ
ん

◆
副
町
長

　
　
　
　
　
　

 　
（
西
町
）

人
事
案
件

　

８
月
26
日
付
け
で
任
期
満

　
　

原は
ら 

田だ　
　

 

修お
さ
む   

さ
ん

◆
監
査
委
員（
識
見
選
出
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
町
）

補正額 予算総額

・一般会計（２回目の補正）
     　162万 9000 円増        39億 2548万 9000円

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
（
第
２
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

中
体
連
・
中
文
連
の
全
道
大

会
出
場
に
伴
う
補
助
金
の
増

加
、
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
全
国
大
会
出
場
に
に
よ
る

参
加
報
償
の
不
足
な
ど
に
よ

る
増
額
補
正
が
提
案
さ
れ
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　　　　道職員出身の林さんを選任同意

佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

ミ
ニ
ト
マ
ト
集
出
荷
貯
蔵
施
設
建
設
開
始

　

新
お
た
る
農
業
協
同
組
合
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
集
出
荷
貯

蔵
施
設
の
建
設
に
着
⼯
し
ま
し
た
。

 

同
施
設
は
、
延
床
⾯
積
が
４
７
４
０
．６
１
平
⽅
メ
ー

ト
ル
、
カ
メ
ラ
選
別
や
糖
度
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
機
能
を
備

え
た
選
果
機
を
整
備
し
建
設
す
る
も
の
で
、
6
⽉
26
⽇
に

⼀
般
競
争
⼊
札
に
よ
り
建
設
事
業
者
を
決
定
、
７
⽉
6
⽇

の
地
鎮
祭
を
経
て
本
格
的
な
⼯
事
に
着
⼯
し
て
お
り
、
平

成
30
年
３
⽉
上
旬
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い
て
、
⽣
産
額
の

約
６
割
を
ト
マ
ト
類
が
占
め
て
お
り
、
今
後
、
本
施
設
が

稼
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
地
と
し
て
の
価
値
を
よ
り
⼀

層
⾼
め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
国
大
会
出
場

　

７
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
3
日
間
、
旭
川
市
に
お
い

て
、
第
38
回
ス
タ
ル
ヒ
ン
杯
争
奪
全
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

軟
式
野
球
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
仁
木
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
行
わ
れ
、
強
豪
チ
ー
ム
を

相
手
に
勝
利
を
重
ね
、
決
勝
戦
に
お
い
て
も
延
長
戦
の

末
、
12
対
11
で
勝
利
。
同
大
会
初
出
場
初
優
勝
を
果
た

し
、
8
月
3
日
か
ら
6
日
ま
で
の
4
日
間
、
宮
城
県
で
開

催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
、
1
回
戦
で
四
国
代
表
の
徳
島
県
・
高

志
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
対
戦
し
、
11
対
12
で
惜
し
く
も
敗

退
し
ま
し
た
が
、
日
々
の
練
習
の
中
で
培
っ
た
最
後
ま
で

あ
き
ら
め
な
い
心
や
集
中
力
を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

角
谷
教
育
長
の
教
育
行
政
報
告

了
の
中
西
代
表
監
査
委
員

（
識
見
選
出
）
の
後
任
と
し

て
、
原
田
修
さ
ん
を
選
任
す

る
こ
と
に
対
し
、
全
員
賛
成

で
同
意
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
は

元
教
育
長
の
原
田
さ
ん

やったね！仁木野球スポーツ少年団

　

第
３
回
臨
時
会
は
、
８
⽉
８
⽇
開
会
し
、
同
⽇
閉
会
し
ま
し
た
。

 

町
か
ら
、
補
正
予
算
、
⼈
事
案
件
が
上
程
さ
れ
、
全
て
の
議
案
を
可
決
⼜
は
同
意
し
ま
し
た
。

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

 農政のプロ農政のプロが副町長に

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ぎかいトピックス

議
員
自
ら
が
編
集
す
る

議
員
自
ら
が
編
集
す
る

             
             

広
報
づ
く
り

広
報
づ
く
り

　

８
⽉
23
⽇
、
北
海
道
剣
淵
町
議
会 

議
会
広
報
特
別
委
員

会
︵
⾼
橋
⼀
博
委
員
⻑
外
６
名
︶
が
来
訪
し
、
広
報
作
成
に

つ
い
て
研
修
視
察
が
⾏
わ
れ
ま
し
た
。

 

研
修
視
察
に
は
、
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
委
員
が
同

席
し
、
本
町
の
議
会
だ
よ
り
及
び
ぷ
ち
通
信
の
紙
⾯
構
成
や

編
集
⽅
法
等
を
説
明
し
た
後
、
意
⾒
交
換
を
⾏
い
ま
し
た
。

 

意
⾒
交
換
で
は
、
紙
⾯
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
デ
ザ
イ
ン
関
係

の
質
疑
が
多
く
、
編
集
作
業
で
苦
労
す
る
点
は
ど
の
町
村
も

同
じ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
剣
淵
町
は
、
要
約
作
業
か
ら
印
刷
を
依
頼
す
る
業

者
と
の
や
り
取
り
ま
で
、

全
て
議
員
が
⾏
っ
て
お

り
、
議
員
主
体
の
広
報
づ

く
り
に
つ
い
て
、
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

 

私
た
ち
も
、
今
以
上
に

議
員
主
体
の
広
報
づ
く
り

確
⽴
に
向
け
、
⽇
々
研
鑽

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
改
め
て
感
じ
、
⼤

変
有
意
義
な
意
⾒
交
換
と

な
り
ま
し
た
。

剣
淵
町
議
会　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
が
来
訪

　

10
⽉
12
⽇
、
北
海

道
⼤
空
町
議
会 

議

会
広
報
常
任
委
員
会

︵
⽥
中
裕
之
副
委
員

⻑
、
近
藤
哲
雄
議
⻑

外
４
名
︶
が
来
訪

し
、
少
⼈
数
に
よ
る

議
会
だ
よ
り
編
集
に

関
わ
る
作
業
内
容
に

つ
い
て
研
修
視
察
が

⾏
わ
れ
ま
し
た
。

 

研
修
視
察
に
は
、

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
委
員
が
同
席
し
、
本
町
の

議
会
だ
よ
り
及
び
ぷ
ち
通
信
の
紙
⾯
構
成
や
編
集
⽅
法

等
を
説
明
し
た
後
、
意
⾒
交
換
を
⾏
い
ま
し
た
。

 

⼤
空
町
は
、
広
報
委
員
会
を
常
任
委
員
会
化
し
、
議

会
広
報
発
⾏
の
意
義
を
明
確
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
議
会
広
報
は
全
ペ
ー
ジ
フ
ル
カ
ラ
ー
印
刷
で

と
て
も
⾒
や
す
い
紙
⾯
と
な
っ
て
お
り
、
北
海
道
町
村

議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
何
度
も
受
賞
し
て
い

ま
す
。

 

本
町
に
お
い
て
は
、
紙
⾯
の
フ
ル
カ
ラ
ー
化
と
常
任

委
員
会
化
ど
ち
ら
も
採
⽤
し
て
い
な
い
た
め
、
⼤
変
貴

重
な
意
⾒
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

フ
ル
カ
ラ
ー

フ
ル
カ
ラ
ー
でで

    
    

見
や
す
い
広
報
づ
く
り

見
や
す
い
広
報
づ
く
り

大
空
町
議
会　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
が
来
訪

議会だよりでは、定例会での一般質問
や町民の皆さんからの請願・陳情を掲
載していますが、町政にどう反映され
たのかを追跡調査しています。

追跡         あれからどうなった？あれからどうなった？

      質問のゆくえ質問のゆくえ

質問質問学校トイレ
　 の洋式化を

　教育環境整備に向け、小中学
校のトイレを洋式化すべき。

答弁答弁計画的に
 洋式化を図る

↓
現在現在
　第２回定例会において、小学校
のトイレ洋式化が、政策予算（補
正予算）として提案され可決。

町内小学校のトイレ町内小学校のトイレ  洋式化洋式化  へへ

〈平成２８年第４回定例会〉
　災害時における避難所を担う
施設でもあり、来年度以降計画
的に洋式化を図っていく。

あ
れ
か
ら
…
こ
う
な
り
ま
し
た

↓

政策予算で
　 　洋式化に
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平
成
28
年
第
４
回
定
例
会

に
お
い
て
、
総
務
経
済
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
家

庭
生
ご
み
・
浄
化
槽
汚
泥
等

の
ア
ミ
ノ
酸
堆
肥
化
に
関
す

る
陳
情
」
は
、
平
成
29
年
8

月
28
日
開
催
の
同
委
員
会
付

託
案
件
審
査
に
お
い
て
、
全

員
反
対
で
不
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

同
陳
情
は
、
現
在
、
焼
却

処
分
さ
れ
て
い
る
家
庭
生
ご

み
を
資
源
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
、
更
に
は
優

良
で
低
価
格
な
ア
ミ
ノ
酸
堆

肥
を
地
域
農
家
へ
供
給
す
る

な
ど
、
家
庭
生
ご
み
や
浄
化

槽
汚
泥
等
の
資
源
化
事
業
導

入
を
求
め
て
提
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
陳
情
審
査
に
あ

た
っ
て
は
、
町
側
に
対
し
、

生
ご
み
堆
肥
化
事
業
実
施
町

ア
ミ
ノ
酸
堆
肥
化
に
関
す
る
陳
情

ア
ミ
ノ
酸
堆
肥
化
に
関
す
る
陳
情

村
の
概
要
や
、
ご
み
資
源
化

に
要
す
る
経
費
な
ど
に
つ
い

て
、
資
料
提
出
と
説
明
を
求

め
る
な
ど
、
延
べ
3
回
の
委

員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
側
か
ら
の
説
明
で
は
、

本
町
の
生
ご
み
は
、
燃
や
せ

る
ご
み
全
体
の
15
％
程
度
で

年
間
約
80
ト
ン
と
少
量
で
あ

る
こ
と
、
家
庭
生
ご
み
の
堆

肥
化
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
塵
芥
車
の
購

入
や
施
設
整
備
に
多
額
の
費

用
を
要
し
、
２
年
目
以
降
に

つ
い
て
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
発
生
す
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
町
単
独
で
の
実
施
は

困
難
で
あ
る
と
の
回
答
が
あ

り
、
採
決
前
の
討
論
に
お
い

て
も
、
「
陳
情
の
趣
旨
に
つ

い
て
は
理
解
す
る
が
、
新
た

に
塵
芥
車
の
購
入
や
施
設
整

備
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
北
後
志
５
か
町

村
等
に
よ
る
広
域
的
な
取
組

で
あ
れ
ば
、
検
討
の
余
地
が

あ
る
が
、
本
町
単
独
で
の
事

業
化
は
困
難
で
あ
る
。
」
等

の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た

が
、
賛
成
討
論
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

案件審査案件審査
常任委員会常任委員会

不
採
択
す
べ
き
と
判
断

陳情の概要

→
家庭生ごみをアミノ酸堆肥化

工場へ運搬

工場で生ごみを堆肥化→

堆肥化したアミ

ノ酸堆肥を低価

格で農家に供給

不採択になった主な要因
○ごみ収集⾞の購⼊や、施設整備（⼯場建設
 等） に多額の費⽤がかかり、整備後も多く
 の維持費がかかる。
○本町の⽣ごみ量が年間約 80 トンと少量で
 あり、費⽤対効果が⾒込めない。
○広域的な取組であれば、検討する余地があ
 るが、町単独での運営は困難。等々

議会活性化議会活性化
特別委員会特別委員会

就任している委員 任期満了日 就任の有無

監査委員 H31.8.9

次回任期から
就任しない

表彰審議委員会委員 H31.8.9

町営住宅入居者選考委員会委員 H31.8.9

学校給食運営委員会委員 H31.3.31

総合計画審議会委員 答申終了時

社会福祉協議会理事 H30.1.15

青少年問題協議会委員 H29.12.31 現行どおり就任する

民生委員推薦委員会委員 H31.8.9 現行どおり就任する

議員就任の審議会等委員

　

平
成
29
年
８
月
28
日
開
催

の
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

に
お
い
て
、
法
定
・
法
定
外

の
執
行
機
関
、
審
議
会
等
の

委
員
の
就
任
に
つ
い
て
の
協

議
が
行
わ
れ
、
就
任
に
つ
い

て
は
、
下
記
の
表
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

法
定
・
法
定
外
の
執
行
機

関
、
審
議
会
等
の
委
員
の
就

任
に
つ
い
て
は
、
利
権
が
絡

む
可
能
性
が
あ
る
も
の
や
、

利
権
絡
み
の
無
い
ク
リ
ー
ン
な
議
会
に

議
会
や
委
員
会
等
で
発
言
が

制
限
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
も

あ
り
、
本
来
の
議
員
活
動
が

困
難
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
、
任
期
満
了
後
、
就
任

し
な
い
こ
と
と
し
、
今
後
、

町
や
関
係
機
関
に
議
長
を
経

て
、
協
力
要
請
し
て
い
く
と

の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会

に
お
い
て
、
上
村
委
員
長

が
、
議
会
活
性
化
特
別
委
員

会
調
査
報
告
書
（
中
間
報

告
）
を
報
告
。
同
案
件
に
つ

い
て
の
趣
旨
を
説
明
し
、
町

な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、

理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
案
件
の
ほ
か
、

議
会
の
運
営
に
関
す
る
基
準

の
制
定
・
施
行
、
議
会
基
本

条
例
や
政
治
倫
理
条
例
の
制

定
に
向
け
協
議
し
て
い
る
こ

と
な
ど
、
６
項
目
の
調
査
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

今後 就任しない
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合同研修視察合同研修視察

総務経済常任委員会総務経済常任委員会

   を かした       づくり
先進地研修視察先進地研修視察

　７月18日～21日の日程で、ワインの振興と議会改革について、
道外研修視察を実施しました。

▼
長
野
県
高
山
村
は
、
長
野

県
の
北
東
部
に
位
置
し
、
水

稲
や
、
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
な

ど
の
果
実
類
、
そ
し
て
ワ
イ

ン
ぶ
ど
う
栽
培
が
盛
ん
な
農

業
の
村
で
す
。

　

村
内
に
は
2
か
所
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
が
あ
り
、
高
山
村
産

の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
を
原
料
と

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
　
　

高
い
評
価
！

▼
村
を
あ
げ
て
ワ
イ
ン
づ
く

り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
平

成
18
年
に
高
山
村
ワ
イ
ン
ぶ

ど
う
研
究
会
を
設
立
。
栽
培

や
醸
造
技
術
の
技
術
向
上
だ

け
で
な
く
、
地
元
観
光
協
会

や
商
工
会
と
連
携
し
、
ワ
イ

ン
の
試
飲
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

や
、
大
学
な
ど
と
連
携
し
た

産
学
官
連
携
事
業
な
ど
も
行

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動

が
評
価
さ
れ
、
平
成
27
年
に

「
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
」
全

（
長
野
県
高
山
村
）

ブ
ラ
ン
ド
化
で

 　
　
　

付
加
価
値
を
創
出

（
長
野
県
長
和
町
）

▼
長
野
県
長
和
町
は
、
長
野

県
の
中
部
に
位
置
し
、
本
州

最
大
規
模
の
黒
曜
石
原
産
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
黒
曜
石
の
産
地
と
い
う

こ
と
か
ら
名
が
つ
い
た
「
黒

曜
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
展
開
。
ワ
イ
ン
用

ぶ
ど
う
の
栽
培
に
よ
り
、
遊

休
荒
廃
地
の
解
消
や
新
規
就

農
者
の
確
保
、
さ
ら
に
は
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
新
た
な

産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
２
人
の
研
修

生
を
任
命
し
、
同
地
区
の
農

業
生
産
法
人
が
日
本
ワ
イ
ン

農
業
研
究
所
と
連
携
し
て
実

施
し
て
い
る
研
修
を
受
け
て

も
ら
う
こ
と
で
、
ワ
イ
ン
用

▼
長
和
町
は
、
近
隣
８
市

町
村
で
構
成
す
る
「
千
曲

川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
特
区
」

の
一
員
で
す
。
同
特
区
取

黒
曜
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

千
曲
川
ワ
イ
ン

　
　
　
　

バ
レ
ー
特
区

し
た
ワ
イ
ン
が
、
フ
ラ
ン
ス

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を

受
賞
、
ま
た
、
平
成
28
年
に

開
催
さ
れ
た
、
伊
勢
志
摩
サ

ミ
ッ
ト
で
使
用
さ
れ
る
な

ど
、
世
界
で
も
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。

ぶ
ど
う
の
栽
培
か
ら
醸
造
・

販
売
ま
で
を
町
内
で
で
き
る

よ
う
な
人
材
育
成
や
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

得
に
伴
い
、
構
成
市
町
村
で

「
千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
特

区
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
。

産
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
や
、
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う

の
調
達
範
囲
の
広
域
化
、
雇

用
の
創
出
・
地
域
の
活
性
化

な
ど
を
目
指
し
、
各
種
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

（
長
野
県
軽
井
沢
町
）

通
年
議
会
の
導
入
は

　
　
　
　
　
　

メ
リ
ッ
ト
大

日
本
有
数
の
観
光
地
、
議
会
改
革
も
別
格

▼
長
野
県
軽
井
沢
町
は
、
長
野
県
の
東
部
に
位
置
し
、
日
本

三
大
避
暑
地
に
数
え
ら
れ
る
日
本
有
数
の
観
光
地
で
す
。

　

議
会
改
革
に
お
い
て
も
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研

究
所
が
実
施
し
て
い
る
「
議
会
改
革
度
調
査
・
町
議
会
ラ
ン

の
期
間
」
を
無
く
す
こ
と
に

よ
り
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
民
意

の
反
映
や
災
害
時
の
緊
急
対

応
な
ど
に
対
し
、
議
会
の
機

動
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

キ
ン
グ
」
で
全
国
第
５
位
（
平
成
27
年
度
）
を
獲
得
す
る
な

ど
、
議
会
改
革
先
進
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
軽
井
沢
町
は
、
平
成
23
年
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定
、
ま

た
、
同
年
か
ら　

通
年
議
会
制
を
本
格
導
入
し
て
い
ま
す
。
通

年
議
会
制
に
つ
い
て
は
、
議
会
運
営
の
柔
軟
性
・
効
率
性
を
高

め
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
議
会
活
動
が
中
断
す
る
「
閉
会
中

信州たかやまワイナリー

背景写真は「信州たかやまワイナリー」ぶどう圃場

まちまちワイン

高
山
村
ワ
イ
ン

　
　
　

ぶ
ど
う
研
究
会

研
修
を
終
え
て

◆
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
研
究
会
の

事
務
局
は
、
行
政
が
受
け

持
っ
て
い
ま
す
が
、
役
員
に

熱
心
な
人
が
多
く
議
論
が
活

発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
何
を

や
る
に
し
て
も
、
人
々
の
熱

意
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

◆
ワ
イ
ン
特
区
に
つ
い
て

は
、
取
得
す
る
こ
と
で
、
若

者
が
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
始
め
や

す
く
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
本
町

に
お
い
て
も
、
ワ
イ
ン
特
区

取
得
に
向
け
、
検
討
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

国
表
彰
文
部
科
学
大
臣
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。
設
立
当

初
は
30
人
だ
っ
た
会
員
も
、

今
で
は
１
２
０
人
を
超
え
て

お
り
、
村
の
ワ
イ
ン
振
興
に

は
必
要
不
可
欠
な
団
体
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
特
区
と

　
　

ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想

▼
高
山
村
で
は
、
平
成
23
年

に
ワ
イ
ン
特
区
を
取
得
。
生

産
か
ら
加
工
ま
で
を
村
内
で

行
う
こ
と
で
、
ワ
イ
ン
の
ブ

ラ
ン
ド
化
が
図
ら
れ
、
ワ
イ

ン
に
よ
る
地
域
振
興
の
期
待

が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
に
は
、
高
山
村

ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想
検
討
会
議

を
設
立
。
平
成
26
年
に
は
、

小
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
集
積

に
よ
る
ワ
イ
ン
産
地
の
形
成

な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
目

指
し
て
「
高
山
村
ワ
イ
ナ
リ

ー
構
想
」
を
村
長
に
提
言
し

し
て
い
ま
す
。

活
広
域
的
な
取
組
と

　

 

町
独
自
の
事
業
を
展
開

研
修
を
終
え
て

◆
ワ
イ
ン
を
地
元
の
新
た
な

文
化
と
し
て
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
試
飲
会
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
開
催
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

◆
本
町
に
お
け
る
遊
休
地
の

解
消
の
た
め
に
も
、
ワ
イ
ン

事
業
の
振
興
は
、
効
果
的
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

通
年
議
会
と
議
会
基
本
条
例

◆
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

は
、
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
、

本
条
例
の
制
定
は
、
必
要
な

こ
と
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
通
年
議
会
の
導
入

に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な

観
点
か
ら
十
分
検
討
し
、
議

論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
感

じ
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
て

　定例会の会期を１年として、閉会期
間を無くし、必要に応じて本会議や委
員会を開けるようにする制度です。
　議会招集の時間的余裕がないという
理由による首長の専決処分が無くなる
などのメリットがあります。

ニキボーのなになに？

通年議会制とは

議会活性化特別委員会議会活性化特別委員会



議会だより にき  no.112      平成28年11⽉10⽇発⾏　24議会だより にき  no.114      平成29年5⽉18⽇発⾏　24

次の議会は

ぜひ傍聴に来てくださいぜひ傍聴に来てください
（12月中旬開催予定）

12月12月

定例会定例会

◆
編
集
・
発
行
責
任
者

議　

長　

横
関　

一
雄

◆
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長　

住
吉　

英
子

副
委
員
長　

嶋
田　
　

茂

委　

員　

佐
藤　

秀
教

委　

員　

野
崎　

明
廣

　
　
　

北
海
道
余
市
郡
仁
木
町
西
町
１
丁
目
36
番
地
１

　

０
１
３
５(

32)

３
９
５
４　
　

０
１
３
５(

32)

３
９
６
３

〒
048-

2492 

FAX

TEL

発
行
日
／
平
成
29
年
11
月
９
日(

年
４
回
発
行)

発　

行
／
北
海
道
仁
木
町
議
会

編　

集
／
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り 

に
き

no.116

絆
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太
喜　

さ
ん（
北
町
）

　

余
市
町
に
友
達
が
多
く
い
る
の
で
す
が
、

仁
⽊
の
⽅
が
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
て
う

ら
や
ま
し
い
と
⾔
わ
れ
ま
す
。
仁
⽊
町
の
⼦

育
て
⽀
援
策
は
、
本
当
に
充
実
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。 

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

佐
藤
秀
教
）

移
住
に
対
す
る
助
成
の
充
実
を

仲良く元気にいつまでも仲良く元気にいつまでも
　

町
内
で
活
動
す
る
、
わ
ら
べ
唄
の
会
の
皆
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

わ
ら
べ
唄
の
会
は
、
﹁
家
に
引
き
こ
も
り
に
な

ら
な
い
よ
う
な
集
い
の
場
を
作
り
た
い
﹂
と
の
思

い
か
ら
結
成
し
、
今
年
で
結
成
20
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
会
員
は
29
名
で
、
平
均
年
齢
は
85
歳
と
い

う
か
ら
び
っ
く
り
。
文
化
祭
で
の
発
表
や
、
福
祉

施
設
へ
の
慰
問
、
仁
木
混
声
合
唱
団
の
定
期
演
奏

会
に
賛
助
出
演
す
る
な
ど
、
若
い
方
々
に
負
け
な

い
く
ら
い
元
気
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
月
2
回
第
1
・
３
火
曜
日
の
午
後
か
ら

行
っ
て
お
り
、
﹁
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
や
、
練

　

わ
ら
べ
唄
の
会
の
皆
さ
ん　

す
る
な
ど
の
制
度
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
冬
の
排
雪
を
も
う
少
し
充
実
し

て
ほ
し
い
で
す
。
国
道
へ
出
る
時
に
、
横
が

⾒
え
な
く
て
⾮
常
に
危
険
で
す
。

ら
っ
て
い
ま
す
﹂
と
語
る
松
島
会
長
。
町
に
対
し
て
の

要
望
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
﹁
少
な
い
会
費
で
運
営
し
て

い
る
の
で
、
町
民
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
を
安
く
し
て
ほ

し
い
で
す
。
ま
た
、
足
腰
も
弱
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

送
迎
な
ど
も
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
ね
﹂
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
後
の
取
組
や
目
標
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

﹁
た
く
さ
ん
長
生
き
し
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い
続

け
た
い
﹂
と
回
答
さ
れ
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
育
む

集
い
の
場
の
創
出
を
、
今
後
、
更
に
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

輝く町民輝く町民ささんんを紹介！を紹介！

人人まちまちのの

 

⼦
ど
も
た
ち
の
遊
べ
る
公
園
が
各
地
区

に
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
ま
た
、
３
⼈
⽬
の

出
産
時
に
10
万
円
を
い
た
だ
け
る
出
産
祝
⾦

は
、
現
実
的
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
仁
⽊
町

だ
け
で
な
く
全
国
的
に
少
⼦
化
と
⾔
わ
れ
て

い
る
中
で
、
３
⼈
⽬
か
ら
助
成
と
い
う
の

は
、
今
の
時
代
に
合
っ
て
い
な
い
の
で
、
2

⼈
⽬
か
ら
⽀
給
し
て
ほ
し
い
で
す
。

 
新
規
就
農
者
⽤
の
住
宅
が
な
い
と
聞
い
て

い
ま
す
。
私
の
友
⼈
や
知
⼈
も
仁
⽊
で
農
業

︵
取
材
・
記
事　

住
吉
英
子
︶

を
始
め
た
い
が
、
住
む

家
が
な
く
困
っ
て
い
る

と
⾔
っ
て
い
ま
し
た
。

⺠
間
の
業
者
を
誘
致
し

た
り
、
古
い
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
費
⽤
を
助
成

習
の
合
間
に
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
で
、
元
気
を
も

　

連
載
９
回
目
は
、
北
町
在
住
の
荒
関
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と
２
人

の
お
子
さ
ん
の
４
人
家
族
で
す
。

　

奥
様
は
専
業
主
婦
で
、
ご
主
人
は
余
市
町

の
農
業
法
人
に
勤
務
さ
れ
、
加
工
品
の
工
場

を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仁
木
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

　

子
ど
も
の
生
活
の
こ
と
で
望
む
も
の
は

あ
り
ま
す
か
。

　

町
に
対
し
て
何
か
望
む
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

　

お
子
さ
ん
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

 
他
⼈
に
迷
惑
を
か
け
ず
、
健
や
か
に
お
も

い
や
り
の
あ
る
⼦
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

少
子
化
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
、
各
自
治
体

で
は
、
子
育
て
世
代
に
対
す
る
独
自
の
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
、
出
産
祝
金
や

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
な
ど
、
様
々
な
制

度
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
子
育
て
世
代
が
本

当
に
必
要
と
し
て
い
る
も
の
は
何
か
を
皆
さ
ん

と
協
働
で
考
え
、
更
な
る
子
育
て
し
や
す
い
環

境
の
整
備
を
、
町
に
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
答

礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を

除
き
、
年
賀
状
等
の
挨
拶
状
を
出

す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
賀
状
等
の

あ
い
さ
つ
状
の
禁
止


